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平
成
の
秋
は
熱
い
ム
ー
ド
で
ス
タ
ー
ト

女
性
、
東
側
政
治
家
の
活
躍
も
目
立
つ

主
主
に
純
愛
カ
ッ
プ
ル
混
生
。
さ
ん
ま
&
し
の
ぶ
、
ジ
ユ
リ

l
&
裕
子
も
熱
愛
実
る

ブ
口
町
山
州
、
ぷ
能
川
介
な
ど
身
近
な
f
川
泊
そ

泊
い
か
け
る
ス
ポ
ー
ツ
紙
‘川町寸
前
に
附
す
る

れ札ん

μ川
仰
の
け
れ

4
紙
れ
そ
の
は
山
し
に
む

均
す
る
人
名

ωな
刈
川
法
を
紋
え
、
ラ
ン
キ

ン
グ
を
つ
け
れ
は
、
仰
州
が
あ
る
初
日
山
は
わ
か

る
は
ず
‘
日
川
の
川
川
ぷ
1
4
-
u
h
て
み
よ
う
e

ま
す
ス
ホ

l
ツ
紙
ι

上九
M
初
人
の
内
川
は

H
4
能
川
什

H
人
、
ス
ポ
ー
ツ
山汁

G
人
、
町
人
十

4

、
、
ュ
‘
、
J
L
H
-
p
d

、
，E
コ
・
も
f

、，
i

ソ
、
，
s'
・
弘

て

U
“札
・4
J
J
T
.
，
サ
ム

Mm吋
円山
不

け
H
J
hナ
匂

ど
『
お
め
で
た
」
の
小
八
物
カ

y
ブ
ル
が
け
ぶ

っ
た
一
ん
、
辺
し
い
市
・
川
け
の
「
・
一
l
役
」
も
ラ

ン
キ
ン
グ
人
り
し
た
c

AUH'jnち
小
プ
ロ
ポ
ー
ズ
ザ
(
ト
1
チ
ユ

ウ
)
。

ロ
け
の
内
十
引
会
ぷ
で
御
川
町
約
が
決
ま

'
v
'
'
A
a
、

?
A
"
こ

っ
た
礼
一
い
け
版
。上

文

仁

m-K股
卜
)
が

1ω
、

か
わ

L
a

・3

お
州

f
の
川
叫
べ札，
ー
さ
ん
が

2
似
に
人
っ
た
。

代
川
か
ら
の
お
紀
代川
以
で
、
{
川
判
官
プ
リ
ン

セ
ス
ブ
ー
ム
刈
米
γ
(

ニ
ッ
カ
ン
)
だ
e

一
方
、

いいいH
Kい
ま
る
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
白川

ぶ
の
は
さ
ん
ま

(l
い
)
と
し
の
ぶ

(
G仇
勺

ジ
ュ
リ
!
(
口

μ六
桁
・
j
{
凶
作
ア
u
r
μ
い
父

際
そ
尖
ら
せ
川
判
叫
引
を
・
父
わ
し
た
6

こ
れ
に
対
し
悲
し
い
山
米
引
も
多
か
っ
た
。

川
の
，
川
平
に
殺
人
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
い
叫
い

た
ほ
か
、

G
川
に
亡
く
な
っ
た
た
ヤ
ひ
ば
り

さ
ん

(
H似
}
の
納
付
パ
が
'
れ
わ
れ
た
ι

一
ん
、

け
れ

l
w机
ω
|
似
初
人
は
川
内
の

【

j
L
I
t
t
f
、

I
h
l
‘
‘
、

出
託
e
4
t
-
A
L
W
H
W人
2
λ
M
n
h，
A
7
λ

そ

ω他
ソ
-
人
t

川
久
別
に
み
る
と
・
久
性
が

4
人
全
1
H
め
、
ラ
ン
キ
ン
?
で
も

-
Kれ
の

川
代
」
ヰ
ャ
災
付
け
た
む
日
米
内
川
ω
v
H脳
が

l
、

2
仙
一
と
な
っ
た
が
‘
マ
ゾ
ビ
エ
ツ
キ
(
ポ

ー
ラ
ン
ド
)
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
(
ソ
辿
)
な
ど

H
ハ
バ
川

ω政
治
家
む
紙
山
を
に
き
わ
せ
た
。

「
川
代
Mm」
川
会
で
叩
川
は
政
治
ダ
‘
不
が

m

え
そ
う
た
か
・

4
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舎
自
は
ち
ょ
っ
と
民
国
研
二
に
注
目
し
て
み
た
い
・
私
を
含
め
た
今
の
一

泊
追
代
に
と
っ
て
‘

m年
代
は
沢
田
印
刷
ニ
の
時
代
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
才

.

l
パ
ー
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
.
ア
イ
ガ
ー
ス
の
ジ
ユ
リ
ー
と
し
て
デ
ビ

4

ユ
l
以
来
、
彼
は
常
に
跨
代
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
っ
た
。

「俺
は
い
つ

も
一
等
貨
を
取
る
」
と
言
い
放
ち
、
あ
る
時
は
落
下
傘
を
し
よ
っ
て
踊
リ
二

あ
る
時
は
金
色
の

コ
ン
タ
ク
ト
を
入
れ
て
敬
っ
た
・
ザ
・

ピ
l
ナ
ツ
の

一

一

人
と
意
表
を
つ
く
結
婚
を
し
、
私
生
活
は
か
た
く
な
な
ま
で
に
隠
し
通
し

-

た
・
「
沢
田
研
二
は
立
ち
小
便
し
て
る
姿
も
絵
に
な
る
と
吾
一
一
回
わ
れ
た
い
」
と

い

の
言
葉
を
吐
き
、
ち
ょ
っ
と
太
れ
ば
す
ぐ
コ
j

の
食
事
を
断
っ
た

.

v

今
年
初
放
に
な
っ
た
私
の
番
組
の
S
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は

二
回
リ
も
上

の
オ
ッ
サ
ン
が
あ
ん
な
に
走
っ
て
い
る
の
に、

僕
ら
の
世
代
は

一
体
何
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
呂
賓
の
念
に
か
ら
れ
て
生
き
て
き
た
」
と
言
う
。

と
こ
ろ
が
叫
す
を
売
る
ス
ト
イ

ッ
?
な
行
者
、
沢
田
研
こ
が
最
も
忌
み
嫌

っ
た
私
生
活
だ
け
が
今
は

.
売
り
物
・
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
.
私
生
活
を

見
せ
た
途
端
に
従
の
偶
像
性
は
事
λ
去
り
、
「
田
中
裕
子
争
愛
し
た
男
」
と

い
う
だ
け
の
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
.
「近
ご
ろ
つ
い
て
き
た
彼
の
ア

コ
の
肉
を
見
る
の
が
哀
し
い
」
と
S
デ
ィ
レ
?
タ
ー
も
嘆
く
沢
田
研
二
に
、

次
の
仕
切
リ
直
し
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
@

あ
る
い
は
.
自
分
の
持
て
る
も
の
を
女
に
捧
げ
‘
女
を
よ
り
美
し
く
さ

せ
て
〈
れ
る
男
・
と
い
う
戸
『
恥
し
い
時
代
の
男
性
伎
を
作
っ
て
く
れ
る
の
か
.

今
と
な
っ
て
は
そ
ん
な
興
味
を
飽
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
た
だ
、
初
年

に
も
わ
た
っ
て
自
分
の
名
前
を
塗
川
崎
喜
せ
絞
け
る
こ
と
自
体
ス
ゴ
イ
こ
と

で
、
そ
れ
こ
そ
が
人
間
の

ハ
ワ
ー
と
い
う
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

圃
凹
吋
川
面
圃
‘

咽・
弔
旬

、
意
士
山
す
る
女
た
ち
の
時
代

同

何

年

¥
紛爪大一-一郎

(
i
i
g

屯
噌・・・
・開
H
U
E
F
-
-
'

{

陰

惨
で
後
味
の
わ
る
い
事
件
が
続
い
た
あ
と
で
、
川
鴎
紀
子
さ
ん
の
霊

一

-
唱
は
、
平
成
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
・

一

弟
{
呂
が
ひ
と
足
先
に
眠
制
約
す
る
の
も
異
例
な
ら
、

3
L
D
K
の
妃
駐
下

一

一
も
異
例
.
だ
が
わ
れ
わ
れ
国
民
に
は
当
た
り
前
の
ニ
と
だ
。
そ
れ
な
ら
天

一

一
自
主
家
も
当
た
り
前
に
や
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
わ
け
で
、
一

国
民
に
は
情
惜
し
い
報
せ
で
あ
る
・

…

そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
、
皇
室
の
敷
居
は
官
聞
い
.
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
受
け
る
4

.
の
に
、
ど
れ
ほ
ど
覚
悟
.
か
い
る
こ
と
か
.
紀
子
さ
ん
ス
マ
イ
ル
の
か
げ
に

，

一
は
、
強
い
意
志
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
.

~

そ
う
田
中
っ
て
チ
ャ
ー
ト
を
見
直
す
と
、
土
井
た
か
子
さ
ん
と
い
い
、
森
?

"
山
真
弓
さ
ん
と
い
い
、
前
例
も
な
い
わ
が
道
を
、
独
力
で
切
り
ひ
ら
い
て
一

き
た
女
性
ば
か
り
だ
。
サ
y
チ
ャ

l
首
相
も
健
在
“
意
志
す
る
女
た
ち
の

一

時
代
で
あ
る
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
男
性
の
影
が
薄
い
.
海
部
首
相
は
弱
小
派
聞
の
リ

，

モ
コ
ン
内
閣
&
ブ
ッ
シ

ュ
氏
は
副
大
統
領
B
年
、
じ
っ
と
我
慢
の
人
e

辛

抱
第

一
と
い
主
、で
は
、
橋
本
総
太
郎
さ
ん
も
、
巨
人
軍
の
吉
村
選
手
も

同
じ
だ
.
極
め
つ
け
は
宮
崎
容
疑
者
b

「お
と
な
の
女
性
と
ま
と
も
に

つ

・

き
あ
え
な
〈
て
」
と
い
う
件
り
に
、
思
わ
ず
ギ
ク
ッ
と
し
た
の
は
あ
な
た

'

じ
ゃ
な
い
で
す
か
?

ど
う
や
ら
今
年
は
、
賢
い
女
性
と
つ
き
あ
う
賢
い
男
性
の
あ
り
方
が
求

一

め
h
d
れ
る
年
だ
っ
た
よ
う
だ
，
そ
の
点
、
礼
宮
殿
下
の
ス
マ
ー
ト
ぶ
り
が

断
然
光
っ

て
い
る
.
こ
の
関
子
な
ら
紀
子
さ
ん
に
続
い
て
‘
や
が
て
も
う

.

お

一
人
、
も
っ
と
勇
気
あ
る
女
性
が
現
れ
る
と
叙
待
し
て
い
い
.

E
ト
ヨ
タ
が
課
・
係
廃
止
、

八
百
半
週
休

3
日
制
導
入

日
川
は

5
川
と
品
川
ん
で

l
h叶
の
う
ち
で
人

山
Haw-品川
が
以
も
少
な
い
川
だ
。
デ
ー
タ
を
み

て
も
、
拠
品
川
を
尖
施
し
た
の
は
知
性
で
、
異

動
人
HM
は

2
、
3
3
8人
。
株
主
総
会
が
集
中

す
る
日
川
と
比
べ
る
と
社
数
で
5
分
の

l
、

人
数
で
も
五
分
の

l
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
中
で
渋
川
を
集
め
た
の
が

コ
ク
ヨ
の

任
以
交
代
c

川引
…川
町
之
助
的
社
長
(
柏
山
)
の
急

死
に
円
い
、
本
家
筋
の
い
代
別
、
叩
一…川
市
Mm刷

引
い
H
(
叩
却
)
が
対
的
附
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
は
行
毛

剤
の
デ

l
タ
偽
叶
川
市
件
と
い
う
不
祥
引
を
受

け
、
役
ハ
H
の
問
問
的
、
辺
任
を
決
め
た
。

大
引
な
利
川
制
改
革
を
災
施
し
た
の
は
、
ト

ヨ
タ
山
品
川
市
c

事
務
部
門
で
獄

・
係
を
…
防
止

し
た
一
方
で
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
刊
当

す
る
新
し
い
部
(
ロ
人
)
を
設

コ
ク
沼
地
長

7
こ
。
L
Plド
F
.
、
、
パ
黒
田
章
裕
氏
F

，‘J
J

J
'
-
tL
tー「
ニ
J
J
1
1

・P4
4ん

記
3
日

制

を

導

入

な

ど

、

マ

EMh

判
引
い
い
の
勤
務
体
制
の
あ
り
方

d
-
M
2
4

・

l

j

:

。

2

七

ι

を
は
山
す
訓
引
き
カ
目
立
っ
た

4

・ 利八 J 月から会社の顔一日月の主な新任社長一
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， .;:;:.診~予升官 冨昏:7'fコクヨ .一一.一}、よι-， 黒困箪俗 3鈎9..大阪府 . 慶応援皇大学卒
‘コf 凡 Jl 臼本化薬 竹田和彦 62 新潟県 名古屋大学卒

~、圃"'-- λ十八百半デパートJ 和田晃昌 5B .' 神奈川県 繍浜国立大学卒
園圃.園 長箕""不動産 箕輪豊 3B 茨時県 惣也大学卒

(;i.Ii事院は 8月31日波書町品年前

副!?言語??二1(J日経WHO'SWHOにみる人事異動一日月一
システムによる.集計は

発令自へース、対象祉法

1%2.民主L科士部長およ i 実飽社数 ー ::~ 341社(.6.279) 、 . .'. 22B社(.6.13])
??宮と??lMf異勧人員 2.33日人(.6.1.322) 1.771人 (.6.771)
コ内は同月上仁泳三主主長交代 4社(.6.3) 社(日)
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話題の組織改革、注目の人事一日月一
社名 内容 ，一-、"晴、... -‘-

トヨタ自l1J車 叫ru孟の此且Lをよくするため、事務部門
て謀 ・係を廃止、室・グループに再編

-モ-~ースポーツへの取り組みに力を入
れるため、 rモータースポーツ部Jを新設

.・92年の英匡硯地生産院始に向けて、海外
要員を初めてヰ却有公募

東食 -営業部門の15の部、64の謀を廃止、臼の
グループに改める

ケンウッド -開発部門などて・フレックスタイム制を噂

ゼネラル石油 入

三菱レイヨン

フイオン -育毛剤「ベン?ァカンJの厚生省向けデー

タ悩主事{初演をを取って立花和邸gll:t土
長(67)力、有司王に降格、森昭取鰍生相談役
(69)カ退任.また、社内慎重体制の強化
のため、 r品質保証部Jr薬事1誌正部Jな
どを新t主

日.lL製作所 .'92年のEC統合へ向けて現地生産を強化
するため、「欧州事業推進センデJを設置

松下電池工業 -環境f符曹の機涯の高まりに対応して、ヰ土
長直轄のr環境宮里室Jを新設

八百半アパート .~営の全55底て安塗週休 3 日制をスター
ト.宇土員は平日に3日連続して休み、庖
舗の逮営などはパートに任せる

広島総合銀行 -社内公募による支底長2人の訟生が決ま
る@新居舗の吊官主革備委員長tコ南正俊次長

(珂)‘蕗本宏明次長(47)カ就任.銀行では
国際部門などでは社内公募が広がってい

るカ¥支広長の萱用は珍しい
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役
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活
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た
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。
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ザ
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.
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同
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JK必 主よc '.J宣古品~~'~~..::伍
3辺地から4理局.長島.王からパトノを畳11‘
いずれも日本H:渇いた亘人同宿世主'

政府とフジサンケイグループ白崎きで阜日.

引退畳半年、しかb荷量でこの待遇Ilさすが

蓋勤念~責主.と永E町田舛で丸孟足 r体
白票Jで堂々 3位政治もしゥかりJとの声も

畢混に聾われ全治3~"11>ケガ.しかし、唱
える民魂'で当量世核問置室旬逮買間

NHK、~岬末に特暑を蝕送予定. 日本
コロムピアI;'Vll川覇者'で経常手l溢 4倍増

r巨人慢強で丸刈りf日本トーで日本テレビ町
ンー ニュース番組でパンザむを公約し荷予

米自前大統領夫人 2722祭主誌と23禁和
久qO湯歯先制、武道:!I~現時テケッ ト完

売.様fltわらずの火気11'7車窓所の仕笹11か

リーグ‘シリーズとも平鑑.f~勺たが、跡負そ決
めるE主音'::$塁打.むんとか〆ンンモたもつ

量多臥量怪秀筋書率、持守賓のタイトルを彊

紙実剖臓み rノミax.量」をすっヵ、1)返上

運動具メーカーから裏金量臥不駐車絡みT

訴えられるなどトラプル被害

ファンに置された・艶詩調再・もシリーズ'M7
較的ftfTアーチを同二1咋町規投生活に事

打率3割7骨創亘で官岱7者.チーム白目志--t:
rザイコウム車蹄昨年揮も大幅アップ?

巨人優甥で弐甚σ/お年半にわたる日本テレ
ビ土アナウンサー丑o;!;lニピリオF

詰謹F3 .... ース費支昂位与 FIレースτuリ
zT、ーターも. 事~との仲はどうなった?

'博量廃載で慢濁司がした悔しさパネi二今

事:1"'-パ割~日窓ー低果たぜなかったが

リ-7"'健全..量多島.'E，王l!!王の5王長男託生
と幸せ続会.巨人に 1圃11M丸張りか

岨ホーマーで恒愚に買:ltnドームの世銀
式でbーガンとま橿.シリーズは打事量逮

全身やけどで1:::<なった畳古事吐危rもうモ
ノマネできないんですね』と図式郎

7月11目的自Z妹混以....行芳司司札復帰す
るのか二のまま~~か?とにかく元気な姿を

2 /守

軍事包俊樹

Ifd'f-~I 

米国前大統領

巨人監督

首相

(58) 

(78) 

(5日)

日本シリーズで巨人B人、近鉄3人

一一冨諮:瑠: 守'~，ぷ;点記~

藤田元司

ロナルド・レーガン

42 

41 

39 

参窓院議員猪木寛至(アントニオ宿木) (46) 35 

敏手

司会者

(66) ナンシー・レーガン28 

歌手(27) 総田聖子26 

巨人外野手(3].) 原辰E車25 

巨人役手(24) 斉藤雅樹25 

巨人役手(21) 援団真澄25 

巨人内野手

巨人外野手

歌手

近鉄監督

ι. 

近鉄段手

近卸十野手

女優

(52) 

(45) 

司会者

(35) 

(54) 

(25) 

(28) 

(8]) 

美空ひばり(敏人)

久米宏

(36) 

(48) 

(25) 

阿遠野秀幸

ラルフ・ブライアント

浦辺粂子{故人)

35 

28 

中畑清

ウォーレン・クロマティ

22 

包

E日

B重光和夫

25 

24 

23 

自

包

世
図
一回
一
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一
白
一
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回
一
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一回一
回
一図一
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回
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一
回
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回
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回
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回
一
四
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包

図

図

自

国

回

目

図

図

四
回

図

田
園

田

四
回
図
図 21 総統 (60) 通産大臣

( ;主}昔前前. 対主は自主注高音質{開・タ1<JllI写版， .産美、 沼通、全員去の日程.~見出 L と
目強引4国字1こ宮まれる主要礼相そ 11:..ことに l固と邑えた.日程データバン7局NEE

IR による . 年齢‘肩W~I;IOI! 31 日現在e なお事{相暗寄宿{小判突事干さん)はランキングか
らはずしたe また.日本程調苦旬窃刊 r私的周涯書JIこ直駐した山村置ァイ正もランク舛とした

(日経)

ゴルバチョフ

首相

米国大統領

ソ連共産党書記長

(58) 

(65) 

(58) 

内外の政治家が上位20人中17人
・， ，ヲ軍司 可a白ト宝aι， ''''る毒亡頃~す;yu可茸

海部俊樹

プッシユ

202 

69 

58 
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叫
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叩
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米国通商代表部代表(55) カーラ・ヒルズ56 

東建共産党前書記長 ・

前国家評担金昆畏

大庭大臣

自民党務事長)
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小沢一郎44 
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今
月
は
2
つ
の
人
チ
ャ
ー
ト
を
見
て
『
現
役
で
あ
る
ニ
と

し
の
強
み
」
と
「
退
役
し
た
こ
と
の
強
み
』
に
つ
い
て
考
え
て

F

し
ま
っ
た
・
現
役
の
強
み
と
は
、
突
き
詰
め
て
い
け
ば
肩
書

引
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
強
み
で
あ
る
.

円

早
い
話
が
、
海
部
俊
樹
氏
は
現
役
の
総
理
大
臣
だ
か
ら
早

『
稲
田
大
学
に
行
っ
て
，
都
の
西
北
'
を
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つ
こ
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ニ
ュ
!

日
ス
に
な
る
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で
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海
部
元
総
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に
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て
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ら
何

甲
の
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目
度
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こ
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上
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・

上
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っ
た
ら
、
後
は
下
り
坂
し
か
な
い
.
そ

L

こ
へ
い
〈
と
、
ヒ
ル
ズ
女
史
、
小
沢
常
事
長
、
徳
本
蔵
相
、

?
三
猿
政
調
会
長
あ
た
り
は
ま
だ
上
り
坂
だ
か
ら
、
次
に
ど
ん

一
な
ラ
ン
ヲ
ア
ッ
プ
の
肩
書
が
つ
〈
か
知
れ
な
い
.
世
間
の
注

V

目
を
引
っ
盗
る
ニ
と
が
で
き
る
.
ヒ
ル
ズ
女
史
は
共
和
党
の

Y

次
の
副
大
統
領
候
鏑

(
大
統
領
候
補
は
無
理
で
も
)
に
な
る

〔
可
能
性
も
あ
る
.
自
民
党
の
3
氏
は
現
に
総
理
の
椅
子
を
狙

一
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
狙
え
る
か
ら
こ
そ
耳
目
を
集
め
る
a

r

上
り
詰
め
る
と
い
う
こ
と
は
何
も
最
高
の
ポ
ス
ト
を
意
味

ア
す
る
も
の
で
は
な
い
.
そ
の
人
物
に
と
っ
て
そ
こ
が
ピ
ー
ク

一・だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
、
つ
ま
り
上
り
詰
め
て
し
ま
っ
た
こ

f
er
-
-
-
f
J

・
・
‘

.
1
2

(77) 

(52) 

ホーネッカー

徳本竜太郎

51 

46 

元首相(71) 田中角栄35 

(52) :::::震畏・クレンツ35 

幼児殺害寧件容疑者(27) 浦山裕司35 

外務大臣(65) 中山太郎29 

社会党委員畏

自民党政調会長

神戸市長選候衛者

内閣官房長官 ー

社会党書記長

英国首相一

米国国務長官

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
川
辿
の
イ
ベ
ン
ト
が
め

じ
ろ
お
し
の

m川
e
ブ
ロ
肝
球
、
芸
能
界
な
ど

身
近
な
品
川
副
を
氾
い
か
け
る
ス
ポ
ー
ツ
紙

5

紙
と
、

U
HJM

の
総
九
H
H
川
抑
制
の
日
絞
4
紙
の
見

山
し
に
は
ど
ん
な
剛
山
ぶ
れ
が
孜
場
し
た
の
か
。

さ
っ
そ
〈
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
紙
。
上
位
鈎
人
の
山
口
氏
は

球
界
9
人
、
芸
能
界

5
人
・
政
界
3
人
(
伸
仰

木
を
含
む
)
そ
の
他

3
人
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
の
「
主
役
」
「
わ
き
役
」
が
大
活
躍
し
た
1

カ
月
と
な
っ
た
。

《
奇
跡
/
巨
人
日
本
一
。
こ
れ
が

G
魂
だ
》

(
報
知
)
。
巨
人
目
近
鉄
の
プ
ロ
野
球
日
本
シ

リ
ー
ズ
は
、
巨
人
が

3
辿
敗
し
た
後
、
な
ん

と
4
述
勝
。
指
抑
ん口
、
藤
町
民
匂
が
堂
々

1

位
と
な
っ
た
。

8
年
ぶ
り
口
度
目
の
日
本
シ

リ
ー
ズ
制
制
に
《
目
似
品
開
…
〈
》
(
ス
ボ
ニ
チ
)

し
、
《
も
う
夢
心
地
で
す
〉
(
サ
ン
ス
ポ
)
。
選

手
の
阪
、
斉
藤
、
桑
田
、
中
畑
は
仲
・
艮
く
9

位
タ
ィ
、
ク
ロ
マ
テ
ィ
は
日
伎
に
入
っ
た
。

隊
場
外
で
も
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

「
巨
人
が
俊
勝
す
れ
ば
丸
刈
り
に
、
も
し
日

本
一
に
な
っ
た
ら
徳
光
さ
ん
の
需
組
に
行
っ

て
パ
ン
ザ
イ
し
ま
す
」
。広

μフ
ァ
ン
の
久
米

宏

{
6位
)
と
、
巨
人
フ
ァ
ン
の
徳
光
明
火

(M位
)
は
そ
れ
ぞ
れ
-M分
の
ニ
ュ
ー
ス
早川

知
で
青
戦
。
什
相
川
市
は
徳
光
氏
に
軍
配
1

彼
の

許
制
で

w
勝
利
h
U45
u
が
飛
び
出
し
た
。

ほ
か
に
も
、

3
年
ぶ
り
に
米

H
し
た
レ
ー

ガ
ン
前
大
統
領
が
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
始
球
式

に
名
品
す
る
な
ど
で
、
大
活
粍
も
う

lm

で
前
位
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
e
伽
部
氏

(
3

位
}
も
体
育
の
日
に
体
力
テ
ス
ト
を
受
け
、

《
首
相
の
体
力
は
「
却
代
前
半
」
》
(
ス
ボ
ニ

チ
)
と
若
さ
を
ア
ピ
ー
ル
e
F
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

か
ら
滋
付
に
な
っ
た
術
本
(
」
位
)
も
全
治

3
週
間
の
ケ
ガ
を
お
し
て
、
国
会
に
な
院
む

体
力
を
み
せ
つ
け
た
。

十中古
川崎
例
刊
日
守
の
「
部
長
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

「
部
下
に
し
た
く
な
い
タ
レ
ン
ト
VA
O
l
」

に
な
る
と
と
も
に
、
若
手
児
性
に
対
す
る
旧
民

日本銀行総書2

(60) 

(62) 

(]3) 

土井たか子

宮岡寿雄

森山真弓

(64) 

(64) 

(59) 

ax手

三塚痔

墨田智

27 

26 

25 

24 

23 

山口鶴男

サッチャー

ベーカー

(24) 中森明菜19 

円
U
必
u司

川
企
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
削
州
代
で
〈
絶
対
に
結

1

M

附
し
た
く
な
い
ん
仏
性
〉
、
{
ニ
ソ
カ
ン
ほ
か
}
に

選
ば
れ
た
松
川
明
，
ナ
は
、
先
日
川
の
初
似
か
ら

8
位
に
上

MC
故

・
災
化
z
ひ
ば
り
さ
ん
も
レ

コ
ー
ド
化
、
テ
レ
ビ
常
利
化
の
J
4・
引
で
、
先

月
の

8
位
か
ら

4
位
に
。

一
方
、

H
H
H
4
M引
の
上
九

Mm人
は
川
内
の

政
治
家
問
人
、
何
軒
前
人

1
人
、
外
川
人

7
人、

そ
の
他

2
人
。
「
泊
代
税
」
川
会
で
円
相

(l

位
)
、
続
本
氏
(
日
位
}
、
小
沢
氏

(
7仇
)
な

ど
aU民
党
新
川
代
が
寸
前
町
す
る
一
方
で
、
川

中
ι川
栄
氏

(
8位
)
一
か
次
の
総
巡
併
で
の
不

出
H
川
、
政
界
引
退
を
発
表
ι

例
代
交
代
の
小
限

れ
を
示
し
た
。
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
〔
-
3
仇)、

7

レ
ン
ツ

(
8位
)
な
ど
が
今
川
、
新
た
に
ラ

ン
キ
ン
グ
入
り
し
、

9
Mに
就
き
山
側
政
治

家
が
紙
耐
を
に
ぎ
わ
せ
た
‘

プ
ロ
一野
妹
聞
が
で
日
け
は
ニ
の
ラ
ン
キ
ン

グ
は
係
変
わ
り
し
そ
う
だ
が
・

c

経済界にとって手こわいヒル

ヌ女史

そのスマイル、とこまて泊周

するカ¥徐耳て太志太臣

日

23 

23 

22 

日才、ンリ-;z;てつ本塁打八、か

にも中伝送手らしい

と
な
の
だ
.
だ
か
ら
、
中
山
外
相
な
ど
は
お
そ
ら
く
今
が
ピ

‘

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、

M
7
・
1
の
強
烈
な
地
震
.
東

1
ク
な
7

の
で
あ
っ
て
、
肩
書
を
持
っ
て
い
る
紘
に
け
位
に
食

d

欧
も
遠
目
、
大
指
れ
で
あ
る
.
け
れ
ど
日
本
は
、
嵐
の
前
の

い
込
め
た
・
震
民
や
外
国
人
労
働
者
問
題
な
ど
が
な
け
れ
ば
、

宇

一
静
け
さ
・
こ
れ
か
ら
始
ま
る
出
番
を
前
に
、
舞
台
の
胞
や
裏

お
そ
ら
く
叩
月
の
チ
ャ
ー
ト
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
は
ず
で
、

句
4

手
で
鳴
り
を
潜
め
て
い
る
人
が
多
い
島

こ
れ
ニ
そ
が
現
役
の
強
み
の
最
た
る
例
で
あ
る
.

一

ま
ず
、
海
都
首
相
.
体
育
の
日
の
体
力
凋
定
や
勺
母
校
で

そ
れ
に
引
き
換
え
引
退
し
て
も
な
お
、
否
、
引
退
し
た
か

F

一
の
誘
演
や
ら
、
な
に
か
と
人
前
に
現
れ
て
受
け
を
ね
ら
っ
て

ら
こ
そ
の
強
み
を
発
療
で
き
る
人
た
ち
が
い
る
・
ニ
れ
に
関

a

'
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
し
て
る
・
喝
合
か
な
・
ど
こ
を
ど
う
見

し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
チ
ャ
ー
ト
に
頼
る
ニ
と
に
な
る
・
現

一
ベ

直
す
の
か
、
そ
れ
と
も
廃
止
江
の
か
、
肝
心
の
消
費
税
の
仕

役
組
の
ニ
ュ
ー
ス
は
日
経
4
紙
で
い
い
け
れ
ど
、
引
退
組
の
切
り
直
し
が
な
か
な
か
始
ま
ら
な
い
.
早
〈
真
打
ち
を
出
せ

ニ
ュ
ー
ス
は
ス
ポ
ー
ツ
紙
を
見
な
い
と
な
か
な
か
A

す
か
ら
な
.
・

一
と
、
国
民
も
し
び
れ
を
切
ら
し
て
い
る
。

ぃ
.
引
退
組
の
鐙
に
は
野
次
馬
的
・
人
間
臭
さ
が
伴
っ
て
く

-
-

土
井
委
員
長
b
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
さ
え
な
い
.
パ
チ
ン
コ

る
か
ら
で
、
だ
か
ら
私
は
ス
ポ
ー
ツ
紙
が
好
き
な
の
だ
・

J

十
疑
惑
の
せ
い
だ
が
、
庶
民
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
い
た
つ
も

・
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
鼠
員
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
こ
と
(
彼
は
い

咽
り
が
、
裏
目
に
出
て
し
ま
っ
た
・
山
白
書
記
長
と
も
ど
も
ゑ

ま
だ
正
式
に
は
引
退
し
て
い
な
い
け
れ
ど
て
今
後
の
動
向

-

句
か
ぬ
顔
・
自
民
党
を
追
及
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
防
戦
一
方

・と
い
う
点
で
現
役
時
代
よ
リ
注
目
度
が
高
い
・
そ
し
て
、
レ

-

F

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
箆
選
挙
も
こ
こ
ろ
も
と
な
い
@

ー
ガ
ン
前
大
統
領
は
い
ま
だ
に
日
本
に
来
て
線
ぎ
ま
〈
り

一
.

往
年
の
一
主
役
b
、
相
次
い
で
退
渇
し
た
.

二
鋭
に
は
叩
億
円
}
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
始
琢
式
ま
で
や
っ

.. 

-

田
中
元
首
相
が
叩
月
同
日
に
引
退
を
表
明
・

得
意
の
角
栄

て
し
ま
う
.
あ
あ
、

引
退
組
の
何
と
生
命
力
に
造
れ
た
こ
と

‘
-
節
も
、
エ
ヰ
ル
ギ
ア
ン
ユ
む
立
居
鍍
震
い
も
‘

4
年
前
に
倒

か
.
人
問
、
引
退
後
に
こ
そ
真
価
が
問
わ
れ
る
の
だ
と
い
う

-

一
れ

τか
ら
U
、
印
象
が
薄
れ

τい
っ
た
.
ラ
イ
バ
ル
の
福
田

こ
と
を
見
せ
つ
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
・

一
元
首
相
も
、
鈴
木
元
首
相
も
、
次
の
録
選
挙
に
は
出
馬
し
な

い
と
い
う
し
、
因
縁
の
三
木
元
首
相
も
も
う
い
な
い
.
野
党

で
は
、
石
橋
政
銅
、
竹
入
義
勝
、
佐
々
木
良
作
と
い
っ
た
、

委
員
長
ク
ラ
ス
の
各
氏
が
バ
ッ
ジ
を
外
す
.

院
政
を
し
〈
は
ず
だ
っ
た
中
曽
綬
元
首
相
b
、
自
民
党
を

般
党
し
て
以
来
、
出
番
が
減
っ
て
い
る
.
レ
ー
ガ
ン
前
大
統

領
夫
妻
が
せ

っ
か
く
来
日
し
た
け
れ
ど
、
彼
ら
と
い
い
と
こ

』

ろ
を
み
せ
る
チ
市
ン
ス
が
な
か
っ
た
.

田
中
派
を
ひ
き
つ
い
だ
竹
下
元
首
相
だ
が
、
い
ま
は
代
役

-

に
小
沢
幹
事
長
を
立
て
て
、
裏
方
に
回
っ
て
い
る
・
次
や
そ

、

の
ま
た
次
を
狙
う
大
物
小
物
b
、
ま
だ
大
部
屋
暮
ら
し
.

毎
年
ニ
の
時
期
に
な
る
と
そ
う
だ
が
、
今
季
陰
り
で
舞
台
‘
-

を
退
〈
ス
タ
1
選
手
や
監
督
も
多
い
.
中
畑
清
選
手
.
鈴
木

孝
政
選
手
.
関
根
、
古
葉
、
有
路
の
各
監
督
・

i
-
-
本
当
に

こ
苦
労
さ
ま

T
し
た
.

な
に
か
煮
え
き
ら
な
い
人
チ
ャ
ー
ト
だ
が
、
そ
れ
は
本
当
社

の
主
役
が
、
出
番
待
ち
だ
か
ら
で
は
な
い
か
・
そ
う
、
国
民
劃

で
す
.
総
選
挙
は
い

つ
あ
る
の
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
各
占
7
u

e凋

混
線
機
織
.
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
の
役
ど
ニ
ろ
を
忘
れ

'ー

ち
ゃ
い
ま
せ
ん
よ
・
人
チ
ャ
ー
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
っ
て
、
絵

わ
れ
わ
れ
次
第
で
ど
う
と
で
も
変
え
て
み
せ
る
か
ら
ね
。

.

鴨
川
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刊が
お
ぺ一
喜
怒
哀
楽
が
は
っ
き
り
分
か
れ
た

1
カ
月

犠
お
東
欧
に
「
遅
い
春
」
到
来
で
海
外
の
政
治
家
活
躍

5
年
振
り
球
界
復
帰
の
悶
淵
が
l
位
。
久
米
、
山
子
、
ア
グ
ネ
ス
は
心
乱
れ
る
?
。
平
成
の
ニ
ュ

i
ヒ
ー
ロ
ー
も
ラ
ン
ク
入
り

ブ口野前身幕で野球関係者は10月の白人から4人に減少 (スポーツ紙)
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日
月
の
誕
生
石
は
「
友
愛
」
と
「
希
望
」

を
象
徴
す
る
と
い
う
ト
パ
ー
ズ
。
身
近
な
話

題
を
倣
う
ス
ポ
ー
ツ
紙
5
紙
と
、
印
刷
済
の
総

合
的
報
の
日
経
4
紙
の
見
出
し
に
は
ど
ん
な

顔
ぶ
れ
が
登
場
し
、
ど
ん
な
「
希

mr
が
報

じ
ら
れ
た
の
か
。

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
紙
。
上
位
初
人
の
内
訳
は

芸
能
界

U
人
、
ス
ポ
ー
ツ
界

6
人
、
政
界

l

人
、
そ
の
他
2
人
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
芸

借
関
係
者
の
以
い
担
位
以
楽
が
く
っ
き
り
分
か
れ

た

1
カ
月
だ
っ
た
。

《
敢
帆
山冗
ー
木
指
タ

t
m淵
ダ
イ
エ
ー

V
(ス

ポ
ニ
チ
)
。
日
月
の
ラ
ン
キ
ン
グ

l
位
は
一悩
附

36 

.ダ
イ
エ
ー
ホ

l
ク
ス
の
、
別
刈
物
航
行
.
ド

ラ
フ
ト
(
プ
ロ
野
球
新
人
夢
中
ι越
川
机
会
訴
)

で
巨
人
を
，
d
位
相
名
“
し
て
い
た
元
本
を
指

名、

/
ぺ・江
川
気
分
だ
ね
》

(
サ
ン
ス
ポ
)
と

ご
機
峨
だ
。
二
川
叫
芯
中
の
巨
人
に
絞
ら
れ

て
《
似
し
泣
き
》

{
報
知
ほ
か
)
し
た
元
本

(
5位
}
は
、
そ
の

2
日
後
に
は
《
川
淵
さ

ん
に
会
い
た
い
》

(
ス
ポ
ニ
チ
)
と
現
代
っ

子
の
彼
維
な
と
こ
ろ
を
見
せ
た
。

一
方
、
戸

λ
日
本
一
で
日
本
テ
レ
ビ
の
孫

利
で
パ
ン
ザ
イ
を
し
た
久
米
広

(
5位
}
は

《
も
う
こ
り
ご
り
》

(
ス
ポ
ニ
チ
}
と
心
ロ

や
か
で
な
い
。
ホ
川
町市川川相叩
け叫
「
オ
リ
コ
ン」

の
シ
ン
グ
ル
倣
の
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
で
お
山

迎
夜
、
加
川
内

VM
・
ト
ッ
プ
を
の
が
し
た
叩
，
j
(
5

仇
)
と
、
総
九
日
叫
を
一
院
刊
に
迎
い
込
ん
だ
ア
グ

ネ
ス
・
チ
ャ
ン
(
押
印
位
}
も
仰
川
穎
だ
。

京
し
み
も
紙
刷
に
あ
ふ
れ
た
。
・
怯
川
副
間

作
さ
ん
刈
持
t

克
V

(ニ
ツ
カ
ン
ほ
か
)
。
例

制
日
派
俳
M
目
、
品
仙
川
仮
作
さ
ん

(
2佼
)
が

6
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‘

J

ソ
連
か
ら
東
欧
へ
の
か
肝
臓
。
移
植
は
失
敗
に
終
わ
っ
た

-17入
札
炎
盟
美
先
々
(
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
}

)

旬

、

東

欧

の
地
図
が
塗
り
変
わ
り
、
世
界
の
首
脳
は
駆
け
巡
る

同
L
い
応
4
¥

橋

爪

大

三

郎

(
東
京
工
集
大
学
助
教
授
)

今
月
の
日
経
4
紙
は
「
よ
く
も
ま
あ
、
・
こ
れ
だ
け
政
治
家

ば
か
リ
が
並
ん
だ
も
の
だ
」
と
妙
に
感
心
し
た
り
、
へ
ん
に

ゾ
ッ
と
し
た
り
し
て
し
ま
う
.か
、
そ
れ
だ
け
、
東
西
を
巻
き

込
ん
だ
世
界
の
秩
序
・か
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証

明
な
の
だ
ろ
う
.
そ
れ
に
し
て
も
、
何
か
ひ
と
つ
〈
ら
い
情

感
に
訴
え
る
名
前
が
受
喝
し
て
も
い
い
で
は
な
い
か
.

と
思
っ
て
い
た
ら
、
あ
り
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ
紙
に
.
生
体

肝
移
植
の
杉
本
裕
h
m
ち
ゃ
ん
・
父
殺
の
肝
隠
の
5
A
7
の
ー
を

も
ら
っ
た
裕
称
ち
ゃ
ん
は
、
日
増
し
に
顔
色
が
よ
く
な
り
、

今
日
は
父
親
と
対
面
し
た
、
今
日
は
ミ
ル
タ
を
何
C
C
市
川
げ
ん

だ
と
、
毎
日
の
よ
う
に
既
報
が
伝
え
勺
れ
る
.
父
子
の
符
の

強
さ
に
感
動
し
「
肝
臓
の
一
部
を
あ
げ
れ
ば
、
庄
内
も
も
う
少

し
は
息
子
に
感
謝
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
世
の
父
権
矢

径
の
父
閥
抗
た
ち
は
密
か
に
田
中
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

俗
弥
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
息
子
に
よ
り
よ
い
肝
障
を

あ
げ
よ
う
と
、
酒
も
タ
バ
コ
も
断
っ
て
手
術
に
臨
ん
だ
.
最

も
怖
い
拒
悼
」
民
応
も
、
親
子
問
だ
か
ら
最
小
限
に
食
い
止
め

ら
れ
る
ι

提
出
M
H
砂
植
は
血
が
濃
い
ほ
ど
成
功
率
が
高
い
e

か
つ
て
「
こ
れ
こ
そ
最
志
の
肝
震
で
あ
る
』
と
.
ソ
ビ
エ

・ト
が
共
産
主
義
を
め

g
し
た
6

そ
の
肝
辰
は
さ
ま

g
ま
な
形

1 r 

I !: 

lli 

11I 

III 

円
、
ぼ
う
こ
う
が
ん
の
た
め
に
急
死
し
た
。

治
作
と
な
っ
ト
峡
耐
コ
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
」

に
は
フ
ァ
ン
が
押
し
待
せ
、

H
十
す
ぎ
る
死
を

、--t:。

L
eム，
h
引

JJ.

新
時
代
「
vr成
」
の
ニ
ュ

1
ヒ
ー
ロ
ー
と

し
て
武
山
(
日
似
て
山
花
川
{
初
似
)
が
ラ

ン
ク
入
り
。
刊
巾
述
川
相
は
突
然
ひ
ば
り
さ
ん
が

記
念
僻
辿
ぷ
な
ど
で
日
的
に
、
問
川
に

1
似

に
な
っ
た
“
脱
川
航
行
は
ト
レ
ー
ド
の
訴
逝
な

ど
で

M
似
に
人
っ
た
。

円
絞
4
紙
の

k
似
初
人
は
凶
内
の
政
治
家

5
人
、
町
村
沢
人

l
人
、
外
国
人
口
入
、
そ
の

他

l
人
。
ベ
ル
リ
ン
の
笠
の
撤
去
で
取
耐
ド

イ
ツ
の
れ
脳
が

4
位
と
9
位
に
入
っ
た
ほ
か
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

{
3位
)
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ

カ
(
改
革
)
の
波
が
押
し
寄
せ
る
取
側
の
政

治
家
の
治
山
酬
が
目
立
っ
た
。

平
成
元
年
の
前
後
と
な
る

1
9
8
9午
ロ

月
は
、
芸
慌
の
品
川
叫
か
ゆ
え
号

Z
訴

。

で
子
供
た
ち
に
移
植
さ
れ
、
や
が
て
東
側
豊
富
な
る
家
父
長
情
鈴
の
変
化
は
急
で
あ
る
・
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
言
う
問
に

制
の
大
家
筏
か
祭
か
れ
て
い
っ
た
・
子
供
た
ち
は
貌
か
ら
も

・
東
欧
の
地
図
か
塗
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
e

ら
っ
た
肝
臓
に
感
謝
し
、
何
と
か
健
康
に
育
と
う
と
踊
張
っ

・

い
ま
思
え
は
半
年
以
上
も
前
に
、
こ
の
筋
書
き
が
、
ク
レ

ベ
父
・
ソ
連
も
息
子
た
ち
を
厳
し
く
監
視
い
や
賓
捜
し
ム
リ
ン
の
奥
ま
っ
た
一
室
で
倹
罰
さ
れ
て
い
た
に
遣
い

ιい

よ
う
と
し

t
・
時
に
は
む
ず
が
る
息
子
に
ム
チ
に
よ
る
シ
ヨ
の
だ
・
そ
の
政
策
変
更
か
、
訪
中
し
た
ゴ
ル
川
チ
ヨ
フ
か
ら

ツ

ク

療

法

も

加

え

て

み

た

・

耳

打

ち

さ

れ

る

・

東

欧

の

自

由

旬

か

秒

読

み

に

入

っ

た

と

知

し
か
し
、
ど
の

e三
，
に
も
父
貌
の
肝
震
が
合
う
と
い
う
わ

・

句

っ
た
郵
小
平
ら
申
白
首
脳
は
、
だ
か
ら
先
手
を
打
っ
て
、
国

け
に
は
い
か
な
か
っ
九
ど
こ
ろ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
息
子
た
内
の
自
由
化
の
動
き
を
捻
じ
ふ
せ
て
お
か
な
い
と
危
な
い
、

ち
が
拒
絶
反
応
を
起
こ
し
始
め
た
・
も
っ
と
因
っ
た
こ
と
に
と
思
っ
た
・
(
の
で
は
な
い
か
な
}
・

気
が
つ
い
て
み
れ
ば
、
実
は
父
殺
の
肝
縁
自
体
が
ポ
ロ

ボ

ロ

こ

こ

ま

で

世

界
の
パ

ワ
l
・
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
て
ぺ

ι

に
な
っ
て
い
た
a

も
と
も
と
是
高
の
肝
震
だ
な
ど
と
自
負
し

い
と
、
各
国
首
脳
は
そ
れ
こ
そ
席
の
あ
た
た
ま
る
羽
も
な
U
‘

て
い
た
こ
と
自
体
が
誤
り
だ
っ
と
の
か
も
知
れ
な
い
e

大
体
め
ま
ぐ
る
し
い
多
角
的
な
調
整
の
毎
日
で
あ
る
a

あ
る
国
は

こ
の
父
子
は
本
当
の
血
で
蛇
が
っ
て
は
な
か
っ
た
の
ぺ
首
脳
が
受
賞
あ
る
国
は
首
相
み
ず
か
ら
外
相
そ
こ
の
け
に

「
息
子
た
ち
ょ
、
父
は
も
う
お
前
た
ち
の
面
倒
を
み
る
体
力
飛
び
回
る
・
こ
う
い
う
時
に
は
査
院
な
首
脳
ほ
ど
、
動
き
が

も
自
信
も
な
く
な
っ
た
・
今
後
は
父
子
で
は
な
く
、
同
病
の
は
っ
き
り
す
る
も
の
だ
・
ひ
る
が
え
っ
て
水
田
町
の
む
ま
ぬ

ヨ
ン
:
と
し
て
お
互
い
治
療
に
専
念
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
る
風
は
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
。
-

病
の
父
視
は
こ
う
息
子
た
ち
に
値
目
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

.
守

嵐
の
目
・
東
独
で
は
?
レ
ン
ツ
民
か
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
流

あ
る
い
は
笛
勺
の
肝
屋
は
悪
化
し
た
の
で
は
な
〈
、
ょ
う
や
改
革
の
線
で
と
り
ま
と
め
を
図
っ
た
が
、

b
う
退
陣
・
首
相

〈
語
表
作
用
・
と
い
よ
来
の
震
を
果
た
し
始
め
た
と

は

モ

ド

ロ

ウ

R
そ
の
ほ
か
、
あ
ま
リ
馴
染
み
切
な
い
東
欧

こ
ろ
な
の
か
も
知
れ
な
い
・

の
新
政
首
脳
も
チ
ャ
ー
ト
に
顔
を
並
べ
て
い
る
‘

ソ
ビ
エ
ト
か
ら
は
、
ナ
ン
バ
ー
2
の
ヤ
コ
ブ
レ
フ
政
治
局

aRか
来
日
@
お
み
や
げ
を
ち
ら
つ
か
せ
て
日
ソ
雪
解
け
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
は
か
り
つ
つ
、
日
本
の
出
方
を
操
っ
て
い
る
.

中
国
で
は
、
部
小
平
民
か
軍
事
套
貝
会
主
席
を
退
い
た
.

江
沢
民
総
書
記
ら
次
代
へ
の
ス
ム
ー
ス
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を

狙
つ

Kも
の
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
波
乱
は
避
げ
ら
れ
ま
い
・

そ
ん
な
中
国
を
、
金
日
成
主
席
が
隠
密
訪
問
.
東
欧
か
ら
飛

ん
で
き
た
火
の
子
を
払
う
の
に
幅
広
叩
だ
.

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、
ヒ
ル
ズ
通
商
代
車
問
か
、

H
月
9
日
来

日
・
思
っ
た
よ
り
は
に
こ
や
か
に
、
ス
ー
パ
ー
三

O
一
条
も

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
し
ま
っ
た
ま
主
だ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
倒

に
も
切
羽
詰
ま
っ
た
事
情
が
あ
る
わ
け
で
、
と
て
も
こ
の
程

度
で
許
し
て
く
れ
そ
う
に
な
い
・

目
下
の
国
際
政
治
は
、
ダ
ツ
チ
ロ
ー
ル
の
ジ
ャ
ン
ボ
・
ジ

ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
な
も
の
.
乗
客
は
ポ
ジ
ヨ
レ
・

2
1ポ
の

栓
を
抜
い
た
り
呑
気
屯
も
の
だ
が
、
操
縦
席
は
大
変
な
騒
ぎ
.

冷
汗
び
っ
し
ょ
り
で
操
縦
符
を
娃
り
し
め
、
無
事
活
穫
で
き

る
や
り
方
を
探
し
て
い
る
，
こ
う
な
っ
た
の
も
乗
客
の
ひ
と

り
、
日
本
の
図
体
が
で
か
す
ぎ
る
の
も
原
因
な
の
だ
a

も
う

す
こ
し
危
後
感
が
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
な
の
だ
が
・
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